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神戸市立工業高等専門学校 2014年度シラバス

加工工学 (Manufacturing Engineering)

斉藤 茂 教授

機械工学科・3年C組・前期・必修・1単位 ( 学修単位I )

A4-M4(100%) 

本授業では，ものづくりで必要となる切削加工，研削加工，精密加工，特殊加工等の加工法の基礎について具体
的な製品例や事例を取り上げながら解説する．また，ものづくりの生産現場や製造現場の映像を見ることで，実
際に使われている加工法および加工技術について理解を深める．

【A4-M4】機械加工について理解し説明できる． 機械加工について理解できたかどうか試験，課題（レポート）で評価す
る．

【A4-M4】切削加工と切削理論について理解し説明できる． 切削加工と切削理論について理解できたかどうか試験および課題（レポ
ート）で評価する．

【A4-M4】切削工具と磨耗，工具材質の各特長ついて理解し説明できる
．

切削工具と磨耗，工具材質の各特長ついて理解できたかどうか試験およ
び課題（レポート）で評価する．

【A4-M4】研削加工の特徴を理解し説明できる． 研削加工の特徴が理解できたかどうか定期試験および課題（レポート）
で評価する．

【A4-M4】主な精密加工および特殊加工の特徴について理解し説明でき
る．

主な特殊加工の特徴について理解できたかどうか試験および課題（レポ
ート）で評価する．

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．試験点は中間試験と定期試験の平均点とする．100点満点
で60点以上を合格とする．

「機械系教科書シリーズ3 機械工作法」：平井三友・和田任弘・塚本晃久著（コロナ社）
配布プリント

「機械工作1　新訂版」：嵯峨常生編修（実教出版）
「機械工作2　新訂版」：嵯峨常生編修（実教出版）

機械工作法（2年）

　



テーマ 内容（目標，準備など）週
授業計画１（加工工学）

1 概論 加工法の分類およびその概要について解説する．

2 切削加工 切削の基本事項について学ぶ．

3 切削加工 切削抵抗の3分力について理解させる．

4 切削加工 工具形状と表面粗さ，切削速度と粗さについて理解させる．加工変質層について理解させる．

5 切削加工 工具材料について学ぶ．

6 切削加工 特殊切削について学ぶ．

7 切削加工 切削油剤について学ぶ．

8 中間試験 これまで学習した内容について試験を行う．

9 試験解説 中間試験の解説．

10 研削加工 研削の基本事項について学ぶ．

11 研削加工 各種研削盤について学ぶ．

12 研削加工 各種研削盤について学ぶ．

13 研削加工 研削砥石，研削条件について学ぶ．

14 精密加工，特殊加工 精密加工および特殊加工の分類と主な加工法について学ぶ．

15 精密加工，特殊加工 精密加工および特殊加工の分類と主な加工法について学ぶ．

備
考

前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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